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は
じ
め
に

ひ
と
く
ち
に
詩
人
像
と
言
っ
て
も
︑
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
含
み
う
る
︒
詩
文
か
ら
感
受
さ
れ
る
書
き
手
の
個
性
や
為
人
︑
本
人
の

身
上
に
か
か
る
個
別
具
体
的
な
事
情
︑
あ
る
い
は
外
見
的
特
徴
︑
等
々
︒
ま
た
詩
作
品
を
読
ん
だ
と
き
に
読
者
の
な
か
に
喚
起
さ
れ

る
書
き
手
の
像
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
︑
読
み
こ
み
の
度
合
に
よ
っ
て
︑
情
報
の
取
捨
に
よ
っ
て
多
様
な
偏
差
を
生
じ
う

る
︒
一
方
で
そ
れ
と
は
別
に
︑
作
者
本
人
が
示
そ
う
と
す
る
自
身
の
像
が
あ
る
︒
わ
れ
わ
れ
が
書
き
手
の
像
を
思
い
浮
か
べ
や
す
い

詩
人
と
し
て
︑
李
白
の
ほ
か
に
も
︑
さ
き
に
は
陶
淵
明
︑
同
時
代
に
は
杜
甫
が
思
い
あ
た
る
︒
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
︑
彼
ら
自
身

が
自
己
像
の
創
出
能
力
に
秀
で
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
︒
そ
の
よ
う
に
捉
え
て
︑
ま
ず
は
﹁
彼
自
身
に
よ
る
李

白
像
﹂
を
対
象
と
し
て
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
︒
そ
れ
は
詩
作
品
︑
文
集
序
に
お
け
る
自
伝
的
な
記
述
︑
自
身
の
呼
称
を
め
ぐ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
等
︑
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
見
ら
れ
る
︒
そ
れ
ら
は
詩
人
本
人
か
ら
出
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
︑
当
人
に
か

か
る
な
に
が
し
か
の
真
実
を
映
し
て
い
る
︒
と
は
い
え
︑
映
像
と
は
現
実
か
ら
な
に
が
し
か
を
差
し
引
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
す
れ
ば
︑
真
実
そ
の
も
の
で
は
な
い
︒
い
わ
ば
虚
と
実
の
あ
わ
い
に
結
ぶ
像
で
あ
る
︒
詩
人
の
示
し
た
像
は
︑
ひ
と
ま
ず
受

け
手
の
な
か
で
お
な
じ
像
を
結
ん
だ
と
し
て
も
︑
そ
こ
に
含
ま
れ
る
虚
実
真
偽
を
め
ぐ
っ
て
︑
際
限
の
な
い
探
索
が
新
た
に
始
ま
る
︒

こ
う
し
た
事
情
は
︑
李
白
文
集
序
の
記
述
を
め
ぐ
る
論
説
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
︒

考
察
に
さ
き
だ
ち
︑
詩
人
像
の
役
割
︑
文
集
序
の
詩
人
像
成
立
の
要
件
な
ど
に
つ
い
て
︑
少
し
整
理
し
て
お
く
︒
わ
れ
わ
れ
は
ふ
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つ
う
詩
を
読
ん
だ
と
き
︑
書
い
た
ひ
と
の
こ
と
に
思
い
を
致
す
︒
そ
こ
で
得
た
印
象
を
も
と
に
さ
ら
に
読
み
進
め
て
ゆ
く
︒
詩
人
像

の
役
割
は
︑
作
品
の
帰
属
先
で
あ
り
︑
詩
作
品
が
集
め
ら
れ
文
集
と
な
れ
ば
︑
詩
の
集
合
体
と
し
て
の
統
一
性
を
保
証
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
︒
そ
の
成
立
は
︑
詩
に
署
名
が
施
さ
れ
た
建
安
期
以
降
の
こ
と
と
︑
と
り
あ
え
ず
言
え
る
︒
し
か
し
そ
れ
以
前
︑
後
漢
の

無
記
名
の
詩
︑﹁
古
詩
十
九
首
﹂
等
に
も
作
者
像
の
想
像
で
き
る
も
の
が
あ
る
︒
と
す
る
と
そ
れ
は
﹁
作
者
﹂
の
定
義
に
か
か
わ
る
︒

よ
り
ひ
ろ
く
と
ら
え
る
な
ら
ば
︑
詩
の
な
か
に
あ
ら
わ
れ
る
固
有
の
思
考
︑
ス
タ
イ
ル
︑
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
な
ど
に
還
元
さ
れ
る
︒

こ
れ
ら
は
い
わ
ば
テ
キ
ス
ト
内
部
の
作
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
こ
こ
で
言
う
作
者
は
も
う
少
し
限
定
さ
れ
た
意
味
で
あ
り
︑
す
な

わ
ち
テ
キ
ス
ト
の
外
部
に
具
体
的
な
形
象
を
と
も
な
っ
て
展
開
さ
れ
た
︑
も
し
く
は
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
想
像
す
る
こ
と
が
可

能
な
人
物
像
の
こ
と
で
あ
る
︒

こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
︒
成
立
の
要
件
に
︑
詩
が
個
人
の
も
の
と
な
る
こ
と
︑
詩
の
自
己
言
及
性
が
定
着
す
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
︒
前
者
は
︑
書
き
手
の
個
別
的
な
事
情
を
書
き
こ
む
書
き
方
が
成
立
す
る
こ
と
︒
後
者
は
︑﹃
詩
﹄
の
﹁
志
を
言
う
﹂

伝
統
が
五
言
詩
に
受
け
継
が
れ
︑
政
治
的
な
抱
負
︑
経
世
済
民
の
意
志
を
述
べ
る
︒
転
じ
て
轗
軻
蹉
跌
を
嘆
く
︑
あ
る
い
は
帰
隠
の

志
向
を
述
べ
る
︒
な
ど
の
こ
と
で
あ
る
︒
前
者
は
楽
府
か
ら
古
詩
へ
の
移
行
︑
後
者
は
魏
晋
の
五
言
詩
発
展
に
対
応
す
る
が
︑
さ
し

あ
た
り
の
作
業
仮
説
で
あ
り
︑
厳
密
に
歴
史
的
経
緯
を
反
映
し
た
も
の
で
な
い
︒
と
も
か
く
個
人
の
集
に
集
積
さ
れ
る
の
は
こ
の
よ

う
な
要
件
を
踏
ま
え
て
で
き
あ
が
っ
た
制
作
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
︒
文
集
の
序
に
記
さ
れ
た
伝
記
的
記
述
は
︑
人
生
の
閲
歴
の

な
か
で
折
々
に
書
か
れ
た
作
に
先
後
を
つ
け
る
目
安
と
な
る
︒
拾
わ
れ
た
詩
が
し
か
る
べ
く
配
列
さ
れ
る
こ
と
の
根
拠
と
な
り
︑
詩

の
読
解
に
情
報
を
与
え
る
︒
そ
こ
に
詩
人
像
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
︑
詩
を
一
定
の
方
向
に
読
め
と
い
う
指
標
を
示
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
︒
ま
た
︑
そ
の
像
に
ふ
さ
わ
し
く
詩
が
選
ば
れ
︑
配
列
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
は
こ
と
さ
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ら
な
仕
業
で
あ
り
︑
作
為
を
と
も
な
う
︒

一

魏
顥
序
と
李
陽
冰
序
の
詩
人
像

詩
人
像
と
は
︑
ふ
つ
う
読
者
が
詩
を
読
ん
で
思
い
浮
か
べ
る
も
の
を
指
し
て
言
う
︒
こ
れ
に
対
し
て
文
集
序
の
詩
人
像
が
異
な
る

の
は
︑
そ
れ
を
描
く
筆
者
が
当
人
に
じ
か
に
接
し
て
い
る
こ
と
︒
テ
キ
ス
ト
の
み
な
ら
ず
︑
生
き
た
本
人
か
ら
外
貌
や
為
人
そ
の
他

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
を
含
む
︑
後
人
が
絶
対
的
に
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
李
白
の

文
集
は
生
前
に
二
種
が
編
ま
れ
序
が
遺
る
︒
魏
顥
﹁
李
翰
林
集
序
﹂
と
李
陽
冰
﹁
草
堂
集
序
﹂︒
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
な
詩
人
像

が
描
か
れ
る
の
か
︒
違
い
は
何
か
︒
こ
の
点
か
ら
見
て
ゆ
く
︒

ふ
た
つ
の
序
は
︑
宝
応
元
年
︵
762
︶
頃
︑
前
後
し
て
書
か
れ
た
︒
魏
顥
序
の
方
が
や
や
早
い
こ
と
が
︑﹁
上
皇
﹂﹁
上
元
末
﹂﹁
白

未
絶
筆
﹂
等
の
記
述
か
ら
推
察
さ
れ
る
︒
李
陽
冰
序
は
﹁
時
宝
応
元
年
十
一
月
乙
酉
﹂
と
制
作
期
日
を
明
記
す
る
︒
魏
顥
は
天
宝
十

三
載
︵
754
︶
李
白
に
会
っ
た
︒
彼
は
李
白
の
フ
ァ
ン
で
あ
り
︑
江
東
か
ら
天
台
︑
広
陵
へ
と
追
い
か
け
て
よ
う
や
く
会
う
こ
と
が
で

き
た
と
︒
そ
の
と
き
の
李
白
の
風
貌
に
つ
い
て
︑
眼
光
鋭
く
餓
虎
の
如
き
も
︑
と
き
に
束
帯
し
て
風
流
蘊
藉
な
様
子
で
あ
っ
た
と
︒

ま
た
道
士
と
し
て
青
綺
冠
帔
を
帯
び
た
い
で
た
ち
等
に
も
言
及
し
て
い
る
︒

顥
始
名
万
︑
次
名
炎
︒
万
之
日
︑
不
遠
命
駕
︑
江
東
訪
白
︒
游
天
台
︑
還
広
陵
見
之
︒
眸
子
炯
然
︑
哆
如
餓
虎
︑
或
時
束
帯
︑
風
流
蘊

藉
︒
曾
受
道
籙
於
斉
︑
有
青
綺
冠
帔
一
副
︒
⁝
⁝

︵﹃
李
太
白
文
集
﹄
巻
�
︶

李
白
文
集
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詩
人
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乾
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叙
述
は
︑
序
の
書
き
方
の
定
式
に
従
っ
て
︑︵
一
︶
出
自
︑︵
二
︶
文
学
の
評
価
︑︵
三
︶
キ
ャ
リ
ア
︑︵
四
︶
文
集
編
纂
の
経
緯
と
展

開
す
る
︒
そ
の
基
幹
と
な
る
部
分
を
取
り
出
せ
ば
︑︵
一
︶
隴
西
李
氏
で
あ
り
蜀
で
生
ま
れ
た
︑︵
二
︶
文
学
の
伝
統
が
六
経
か
ら
離

騒
︑
建
安
七
子
を
経
て
李
白
に
受
け
継
が
れ
︑
や
わ
ら
か
で
約
や
か
な
情
理
と
麗
し
い
詩
句
に
す
ぐ
れ
る
︑︵
三
︶
元
丹
丘
と
と
も

に
持
盈
法
師
に
よ
っ
て
推
薦
さ
れ
翰
林
に
入
っ
た
︑
張
垍
の
讒
言
に
よ
っ
て
逐
わ
れ
た
︑︵
四
︶
李
白
と
会
っ
た
と
き
詩
文
を
渡
さ

れ
編
纂
を
託
さ
れ
た
が
︑
安
史
の
乱
の
な
か
で
亡
失
︑
上
元
末
年
︵
761
︶
偶
然
こ
れ
を
得
た
︑
李
白
と
の
応
酬
詩
を
冒
頭
に
大
鵬

賦
・
古
楽
府
諸
篇
を
続
け
る
︑
李
白
は
存
命
で
あ
り
制
作
は
続
い
て
い
る
︑
等
々
と
な
る
︒

︵
一
︶
⁝
⁝
白
本
隴
西
︑
乃
放
形
︑
因
家
於
綿
︒
身
既
生
蜀
︑
則
江
山
英
秀
︒

︵
二
︶
伏
羲
造
書
契
後
︑
文
章
濫
觴
者
六
経
︒
六
経
糟
粕
離
騒
︑
離
騒
糠
粃
建
安
七
子
︑
七
子
至
白
︒
中
有
蘭
芳
︑
情
理
宛
約
︑
詞
句
妍

麗
︑
白
与
古
人
争
長
︒
三
字
九
言
︑
鬼
出
神
入
︑
瞠
若
乎
後
耳
︒

︵
三
︶
白
久
居
峨
眉
︑
与
丹
丘
因
持
盈
法
師
達
︑
白
亦
因
之
入
翰
林
︑
名
動
京
師
︒
⁝
⁝
許
中
書
舎
人
︑
以
張
垍
讒
逐
︑
游
海
岱
間
︒

⁝
⁝

︵
四
︶
顥
生
平
自
負
︑
人
或
為
狂
︑
白
相
見
泯
合
︑
有
贈
之
作
︑
謂
余
﹁
爾
後
必
著
大
名
於
天
下
︑
無
忘
老
夫
与
明
月
奴
﹂︒
因
尽
出
其
文
︑

命
顥
為
集
︒
顥
今
登
第
︑
豈
符
言
耶
︒
⁝
⁝
経
乱
離
︑
白
章
句
蕩
尽
︒
上
元
末
︑
顥
於
絳
偶
然
得
之
︑
沈
吟
累
年
︑
一
字
不
下
︒
今
日
懐

旧
︑
援
筆
成
序
︑
首
以
贈
顥
作
︑
顥
酬
白
詩
︑
不
忘
故
人
也
︒
次
以
大
鵬
賦
・
古
楽
府
諸
篇
︑
積
薪
而
録
︒
文
有
差
互
者
両
挙
之
︒
白
未

絶
筆
︒
吾
其
再
刊
︑
付
男
平
津
子
掌
︒
其
他
事
跡
︑
存
於
後
序
︒
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出
会
い
の
こ
と
は
︵
三
︶︑
宮
廷
に
出
仕
し
た
記
事
の
後
に
続
い
て
述
べ
ら
れ
る
︒
そ
れ
が
天
宝
十
三
載
で
あ
る
こ
と
は
︑
以
下
の

﹁
解
携
明
年
︑
四
海
大
盗
﹂︑
別
れ
た
翌
年
に
安
禄
山
の
乱
が
勃
発
し
た
︑
と
い
う
記
述
か
ら
わ
か
る
︒
五
月
に
広
陵
で
会
っ
た
後
︑

同
舟
し
て
秦
淮
に
よ
り
金
陵
へ
赴
き
︑
秋
に
同
地
で
別
れ
る
ま
で
︑
交
友
は
数
月
に
及
ん
だ
︒
別
れ
に
際
し
て
李
白
が
贈
っ
た
﹁
送

王
屋
山
人
魏
万
還
王
屋
﹂
詩
と
︑
応
え
た
魏
顥
﹁
金
陵
酬
翰
林
謫
仙
子
﹂
詩
に
よ
っ
て
詳
細
が
知
れ
る
︒
前
者
は
魏
顥
が
李
白
に
会

う
ま
で
の
行
跡
を
︑
序
に
は
﹁
王
屋
山
人
魏
万
云
︑
自
嵩
宋
沿
呉
︑
相
送
数
千
里
不
遇
︑
乗
興
遊
台
越
︑
経
永
嘉
︑
観
謝
公
石
門
︑

後
於
広
陵
相
見
︒
⁝
⁝
︵
一
作
見
王
屋
山
魏
万
云
︑
自
嵩
歴
兗
︑
遊
梁
入
呉
︑
計
程
三
千
里
︑
相
訪
不
遇
︑
因
下
江
東
︒
尋
諸
名
山
︑

往
復
百
越
︑
後
於
広
陵
一
面
︑
遂
乗
興
共
過
金
陵
︒
⁝
⁝
︶﹂︵
巻
14
︶
と
︑
詩
に
は
百
二
十
句
に
わ
た
り
委
曲
を
尽
く
し
て
︑
そ
れ

ぞ
れ
描
い
て
い
る
︒
後
者
は
︑
魏
顥
が
王
屋
山
を
出
た
の
は
前
年
秋
︑
梁
園
か
ら
東
魯
の
居
へ
と
尋
ね
た
が
愛
子
伯
禽
に
遇
う
の
み
︑

江
東
へ
と
向
か
っ
た
な
ど
の
情
報
も
含
ん
で
い
る
︒︵
四
︶
文
集
編
纂
を
依
頼
す
る
際
︑
李
白
は
﹁
あ
な
た
は
後
に
天
下
に
お
お
き

な
名
を
著
す
だ
ろ
う
⁝
⁝
﹂
と
言
い
︑
い
ま
そ
の
と
お
り
科
挙
に
登
第
し
た
な
ど
︑
編
者
自
身
が
や
や
前
面
に
出
て
く
る
感
が
あ
る
︒

魏
顥
序
の
特
徴
は
︑
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
類
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
︒
上
述
︵
三
︶︵
四
︶
の
省
略
部
分
は
︑
都
合
十
四
の
話
題
に
よ
っ

て
埋
め
ら
れ
る
︒
そ
の
う
ち
三
つ
は
李
陽
冰
序
に
も
見
え
る
︒
ｂ
謫
仙
人
の
話
︑
ｇ
授
籙
の
こ
と
︑
ｌ
謝
安
に
自
身
を
な
ぞ
ら
え
た

こ
と
︑
で
あ
る
︒
他
の
十
一
は
魏
顥
序
に
の
み
見
え
る
︒
ａ
大
鵬
賦
が
家
ご
と
に
所
蔵
さ
れ
た
︒
ｃ
上
皇
︵
玄
宗
︶
に
召
さ
れ
半
酔

状
態
で
出
師
詔
を
書
き
上
げ
た
︒
ｄ
五
十
余
に
し
て
禄
位
な
し
︒
ｅ
出
会
い
の
経
緯
︒
ｆ
初
対
面
の
印
象
︒
ｈ
遊
俠
者
と
し
て
の
顔
︒

ｉ
急
死
し
た
友
人
を
葬
っ
た
話
︒
ｊ
韓
荊
州
に
拝
礼
の
仕
方
を
間
違
え
﹁
酒
が
礼
を
な
す
﹂
と
言
っ
た
話
︒
ｋ
四
度
の
結
婚
と
子
供

た
ち
に
つ
い
て
︑
家
庭
の
詳
細
︒
ｍ
飲
酒
と
服
薬
︑
李
白
が
杯
を
挙
げ
る
や
皆
愉
快
な
気
分
に
な
っ
た
こ
と
︒
ｎ
安
史
の
乱
に
つ
い

て
︑
永
王
璘
の
挙
兵
に
参
加
し
罪
に
問
わ
れ
た
こ
と
の
顛
末
︑
等
々
︒
外
貌
に
つ
い
て
や
︑
結
婚
と
家
庭
の
状
況
に
つ
い
て
は
︑
こ
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こ
に
し
か
見
え
な
い
貴
重
な
情
報
と
な
っ
て
い
る
︒

︵
三
︶
⁝
⁝
ａ
大
鵬
賦
時
家
蔵
一
本
︒
ｂ
故
賓
客
賀
公
奇
白
風
骨
︑
呼
為
謫
仙
子
︑
由
是
朝
廷
作
歌
数
百
篇
︒
ｃ
上
皇
豫
游
召
白
︑
白
時

為
貴
門
邀
飲
︒
比
至
半
酔
︑
令
制
出
師
詔
︑
不
草
而
成
︒
⁝
⁝
ｄ
年
五
十
余
︑
尚
無
禄
位
︒
禄
位
拘
常
人
︑
横
海
兀
負
天
鵬
︑
豈
池
籠
栄

之
︒ｅ

顥
始
名
万
︑
次
名
炎
︒
万
之
日
︑
不
遠
命
駕
︑
江
東
訪
白
︒
游
天
台
︑
還
広
陵
見
之
︒
ｆ
眸
子
炯
然
︑
哆
如
餓
虎
︑
或
時
束
帯
︑
風

流
蘊
藉
︒
ｇ
曾
受
道
籙
於
斉
︑
有
青
綺
冠
帔
一
副
︒
ｈ
少
任
俠
︑
手
刃
数
人
︒
ｉ
与
友
自
荊
徂
揚
︑
路
亡
︑
権
窆
回
棹
︑
方
暑
︑
亡
友
麋

潰
︑
白
収
其
骨
︑
江
路
而
舟
︒
ｊ
又
長
揖
韓
荊
州
︑
荊
州
延
飲
︑
白
誤
拝
︑
韓
譲
之
︑
白
曰
﹁
酒
以
成
礼
﹂︑
荊
州
大
悦
︒
ｋ
白
始
娶
於

許
︑
生
一
女
二
男
︑
曰
明
月
奴
︑
女
既
嫁
而
卒
︒
又
合
於
劉
︑
劉
訣
︒
次
合
於
魯
一
婦
人
︑
生
子
曰
頗
黎
︒
終
娶
於
宋
︒
ｌ
間
携
昭
陽
︑

金
陵
之
妓
︑
跡
類
謝
康
楽
︑
世
号
為
李
東
山
︒
ｍ
駿
馬
美
妾
︑
所
適
二
千
石
郊
迎
︑
飲
数
斗
︑
酔
則
奴
丹
砂
︑
撫
青
海
波
︒
満
堂
不
楽
︑

白
宰
酒
則
楽
︒

︵
四
︶
⁝
⁝
ｎ
解
携
明
年
︑
四
海
大
盗
︒
宗
室
有
潭
者
︑
白
陷
焉
︑
謫
居
夜
郎
︒
罪
不
至
此
︑
屢
経
昭
洗
︑
朝
廷
忍
白
久
為
長
沙
︑
汨
羅

之
儔
︑
路
遠
不
存
︑
否
極
則
泰
︑
白
宜
自
寬
︒
吾
観
白
之
文
義
︑
有
済
代
命
︑
然
千
鈞
之
弩
︑
魏
王
大
瓠
︑
用
之
有
時
︒
議
者
奈
何
以
白

有
叔
夜
之
短
︒
儻
黄
祖
過
禰
︑
晋
帝
罪
阮
︑
古
無
其
賢
︑
所
謂
仲
尼
不
仮
蓋
於
子
夏
︒
⁝
⁝

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
︑
平
生
の
李
白
の
様
子
で
あ
り
︑
親
し
く
接
し
た
友
人
か
ら
見
た
︑
等
身
大
の
詩
人
の
姿
で
あ
る
︒
そ

れ
は
酒
・
女
性
・
友
情
・
道
教
な
ど
の
要
素
に
彩
ら
れ
て
い
る
︒
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対
し
て
李
陽
冰
序
の
方
は
ど
う
か
︒
全
文
を
掲
げ
︑
訳
文
を
付
す
︒

︵
一
︶
李
白
︑
字
太
白
︑
隴
西
成
紀
人
︑
涼
武
昭
王
暠
九
世
孫
︒
蟬
聯
珪
組
︑
世
為
顕
著
︒
中
葉
非
罪
︑
謫
居
条
支
︑
易
姓
為
名
︒
然
自

窮
蟬
至
舜
︑
七
世
為
庶
︑
累
世
不
大
曜
︑
亦
可
歎
焉
︒
神
龍
之
始
︑
逃
帰
于
蜀
︒
復
指
李
樹
而
生
伯
陽
︒
驚
姜
之
夕
︑
長
庚
入
夢
︑
故
生

而
名
白
︑
以
太
白
字
之
︒
世
称
太
白
之
精
︑
得
之
矣
︒

︵
二
︶
不
読
非
聖
之
書
︑
恥
為
鄭
衛
之
作
︒
故
其
言
多
似
天
仙
之
辞
︒
凡
所
著
述
︑
言
多
諷
興
︒
自
三
代
已
来
︑
風
騒
之
後
︑
馳
駆
屈
宋
︑

鞭
撻
楊
馬
︑
千
載
独
歩
︑
唯
公
一
人
︒
故
王
公
趨
風
︑
列
岳
結
軌
︑
群
賢
翕
習
︑
如
鳥
帰
鳳
︒
盧
黄
門
云
﹁
陳
拾
遺
横
制
頽
波
︑
天
下
質

文
︑
翕
然
一
変
﹂︒
至
今
朝
詩
体
︑
尚
有
梁
陳
宮
掖
之
風
︒
至
公
大
変
︑
掃
地
併
尽
︑
今
古
文
集
︑
遏
而
不
行
︒
唯
公
文
章
︑
横
被
六
合
︑

可
謂
力
敵
造
化
歟
︒

︵
三
︶
天
宝
中
︑
皇
祖
下
詔
︑
徴
就
金
馬
︒
降
輦
歩
迎
︑
如
見
綺
皓
︒
以
七
宝
牀
賜
食
︑
御
手
調
羮
以
飯
之
︒
謂
曰
︑﹁
卿
是
布
衣
︑
名
為

朕
知
︒
非
素
畜
道
義
︑
何
以
及
此
﹂︒
置
于
金
鑾
殿
︑
出
入
翰
林
中
︒
問
以
国
政
︑
潜
草
詔
誥
︑
人
無
知
者
︒
醜
正
同
列
︑
害
能
成
謗
︒

格
言
不
入
︑
帝
用
疎
之
︒
公
乃
浪
跡
縦
酒
︑
以
自
昏
穢
︒
詠
謌
之
際
︑
屢
称
東
山
︒
又
与
賀
知
章
・
崔
宗
之
等
︑
自
為
八
仙
之
遊
︑
謂
公

謫
仙
人
︒
朝
列
賦
謫
仙
之
謌
︑
凡
数
百
首
︑
多
言
公
之
不
得
意
︒
天
子
知
其
不
可
留
︑
乃
賜
金
帰
之
︒
遂
就
従
祖
陳
留
採
訪
大
使
彦
允
︑

請
北
海
高
天
師
授
道
籙
於
斉
州
紫
極
宮
︒
将
東
帰
蓬
萊
︑
仍
羽
人
駕
丹
丘
耳
︒

︵
四
︶
陽
冰
試
絃
歌
当
塗
︑
心
非
所
好
︑
公
遐
不
棄
我
︑
扁
舟
而
相
歓
︒
臨
当
挂
冠
︑
公
又
疾
殛
︑
草
稿
万
巻
︑
手
集
未
修
︑
枕
上
授
簡
︑

俾
余
為
序
︒
論
関
雎
之
義
︑
始
愧
卜
商
︑
明
春
秋
之
辞
︑
終
慚
杜
預
︒
自
中
原
有
事
︑
公
避
地
八
年
︑
当
時
著
述
︑
十
喪
其
九
︑
今
所
存

者
︑
皆
得
之
他
人
焉
︒
時
︑
宝
応
元
年
十
一
月
乙
酉
也
︒

︵
巻
�
︶
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︵
一
︶
李
白
は
字
が
太
白
︑
隴
西
成
紀
の
人
︑
涼
の
武
昭
王
暠
の
九
世
孫
で
あ
る
︒
代
々
官
職
に
あ
ず
か
り
︑
世
に
顕
れ
て
い
た
︒
中
ご

ろ
の
年
代
に
罪
で
は
な
く
︑
条
支
に
流
謫
さ
れ
︑
姓
を
変
え
て
な
の
っ
た
︒
こ
う
し
て
窮
蟬
か
ら
舜
ま
で
︑
七
代
の
あ
い
だ
庶
人
で
あ
っ

た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
︑
代
々
活
躍
し
な
か
っ
た
の
は
︑
ま
た
嘆
か
わ
し
い
こ
と
だ
︒
唐
の
神
龍
年
間
の
始
め
︑
蜀
に
逃
げ
帰
っ
た
︒
も

と
ど
お
り
に
李
の
樹
を
指
し
て
伯
陽
が
生
ま
れ
た
︒
臨
月
の
夜
︑
金
星
が
夢
に
入
り
︑
ゆ
え
に
生
ま
れ
て
白
と
名
づ
け
︑
太
白
を
字
と
し

た
︒
世
に
﹁
太
白
の
精
﹂
と
称
す
る
の
は
︑
当
を
得
て
い
る
︒

︵
二
︶
聖
賢
の
著
述
で
な
け
れ
ば
読
ま
ず
︑
鄭
風
衛
風
の
よ
う
な
歌
を
作
る
こ
と
を
恥
と
し
た
︒
だ
か
ら
そ
の
こ
と
ば
は
仙
人
の
辞
に
似

て
い
る
︒
お
よ
そ
著
述
に
は
風
刺
や
比
興
が
多
い
︒
夏
商
周
の
三
代
以
来
︑
詩
経
と
楚
辞
の
あ
と
︑
屈
原
や
宋
玉
を
駆
り
た
て
︑
揚
雄
と

司
馬
相
如
に
鞭
を
あ
て
︑
千
年
を
ひ
と
り
歩
む
ほ
ど
の
文
学
者
は
︑
た
だ
李
公
ひ
と
り
で
あ
る
︒
そ
れ
ゆ
え
王
侯
貴
族
は
す
み
や
か
な
風

の
よ
う
に
︑
四
方
の
諸
侯
は
轍
を
お
な
じ
く
し
︑
多
く
の
賢
者
が
ひ
し
め
く
さ
ま
は
︑
鳥
が
鳳
凰
に
つ
き
従
う
よ
う
だ
︒
黄
門
侍
郎
盧
蔵

用
は
言
っ
た
︑﹁
右
拾
遺
陳
子
昂
は
く
ず
れ
た
波
を
引
き
止
め
︑
天
下
は
こ
れ
に
従
い
︑
文
学
の
あ
り
方
は
一
変
し
た
﹂
と
︒
わ
が
唐
朝

に
至
っ
て
詩
の
ス
タ
イ
ル
に
は
︑
な
お
梁
陳
の
宮
体
の
風
が
あ
っ
た
︒
李
公
に
至
っ
て
お
お
き
く
変
化
し
︑
風
潮
は
一
掃
さ
れ
︑
近
現
代

の
文
集
は
︑
遮
ら
れ
て
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
︒
た
だ
李
公
の
文
学
は
︑
宇
宙
を
覆
い
︑
力
は
造
物
主
に
匹
敵
す
る
と
言
う
べ
き
か
︒

︵
三
︶
天
宝
年
間
に
今
上
皇
帝
の
祖
父
︵
玄
宗
︶
は
詔
を
下
し
︑
徴
し
て
金
馬
門
に
控
え
さ
せ
た
︒
車
よ
り
降
り
み
ず
か
ら
歩
い
て
迎
え
︑

四
皓
の
綺
里
季
を
見
る
よ
う
で
あ
っ
た
︒
七
宝
の
長
椅
子
を
設
え
て
食
事
を
用
意
し
︑
御
手
も
て
羮
を
調
味
し
食
べ
さ
せ
た
︒
謂
わ
れ
る

こ
と
に
は
﹁
そ
な
た
は
布
衣
の
身
に
し
て
朕
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
︒
平
生
よ
り
道
の
奥
義
を
蓄
え
て
い
な
け
れ
ば
︑
ど
う
し
て
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
あ
り
え
た
だ
ろ
う
か
﹂
と
︒
か
く
て
金
鑾
殿
に
置
き
︑
翰
林
院
に
出
入
り
さ
せ
た
︒
国
政
を
問
い
︑
秘
か
に
詔
誥
を
起
草

さ
せ
た
が
︑
知
る
人
は
い
な
か
っ
た
︒
正
直
な
る
こ
と
を
憎
む
同
僚
が
︑
才
能
あ
る
者
を
傷
つ
け
誹
謗
し
た
︒
格
し
い
こ
と
ば
は
容
れ
ら
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れ
ず
︑
帝
は
こ
れ
を
疎
ん
じ
た
︒
李
公
は
さ
ま
よ
い
飲
ん
だ
く
れ
︑
酔
い
つ
ぶ
れ
た
︒
詠
歌
の
際
に
は
︑
し
ば
し
ば
東
山
と
称
し
謝
安
に

比
し
た
︒
ま
た
賀
知
章
や
崔
宗
之
ら
と
︑
み
ず
か
ら
任
じ
て
﹁
八
仙
の
遊
び
﹂
を
な
し
︑
李
公
を
﹁
謫
仙
人
﹂
と
呼
ん
だ
︒
朝
廷
の
群
臣

が
謫
仙
の
歌
を
賦
す
こ
と
︑
お
よ
そ
数
百
首
︑
李
公
が
志
を
得
な
い
こ
と
を
述
べ
る
も
の
が
多
か
っ
た
︒
天
子
は
も
は
や
引
き
留
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
を
知
り
︑
そ
こ
で
報
奨
金
を
賜
い
放
還
し
た
︒
か
く
て
族
祖
の
陳
留
採
訪
大
使
李
彦
允
を
た
よ
り
︑
北
海
の
高
天
師
に

請
う
て
道
籙
を
斉
州
の
紫
極
宮
に
て
授
か
っ
た
︒
東
の
か
た
蓬
萊
に
帰
し
︑
仙
人
に
つ
き
従
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
︒

︵
四
︶
わ
た
く
し
李
陽
冰
は
当
塗
に
県
令
と
な
っ
た
が
︑
内
心
悠
悠
と
し
て
気
が
進
ま
な
か
っ
た
︒
李
公
は
遠
い
と
こ
ろ
わ
た
し
を
見
捨

て
ず
︑
ひ
と
ひ
ら
の
舟
で
歓
楽
し
た
︒
離
任
に
際
し
て
︑
李
公
は
病
篤
く
︑
草
稿
万
巻
︑
み
ず
か
ら
未
編
の
ま
ま
︑
枕
元
で
手
稿
を
託
さ

れ
︑
わ
た
し
に
序
を
作
ら
せ
た
︒
関
雎
の
義
を
論
ず
る
に
は
︑
子
夏
に
は
ず
か
し
い
︑
春
秋
の
微
言
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
︑
杜
預
に
は

じ
い
る
︒
中
原
に
事
が
起
こ
っ
て
か
ら
︑
李
公
は
避
難
し
て
八
年
︑
当
時
の
著
述
は
︑
十
に
九
が
う
し
な
わ
れ
︑
い
ま
存
す
る
の
は
︑
み

な
他
人
か
ら
得
た
も
の
だ
︒
と
き
に
︑
宝
応
元
年
十
一
月
十
日
︒

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
︑
こ
ち
ら
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
類
が
削
ら
れ
︑
そ
の
一
方
で
出
自
や
キ
ャ
リ
ア
に
か
ん
す
る
基
幹
事
項
の
記

述
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
︒︵
一
︶
出
自
に
つ
い
て
︑
隴
西
李
氏
と
い
う
だ
け
で
な
く
︑
涼
武
昭
王
暠
九
世
孫
で
あ
る
︒
中
途
で
条

支
に
謫
居
し
姓
を
易
え
た
︒
唐
の
神
龍
年
間
初
に
蜀
に
帰
還
し
た
︒
生
ま
れ
る
に
あ
た
り
李
姓
に
復
し
た
︒
金
星
が
母
の
夢
に
入
っ

た
︒︵
三
︶
入
宮
に
つ
い
て
︑
玄
宗
が
詔
し
︑
召
し
て
金
馬
門
に
控
え
さ
せ
た
︒
迎
え
ら
れ
た
と
き
︑
玄
宗
は
四
皓
の
綺
里
季
を
見

る
よ
う
で
あ
っ
た
︒
親
し
く
食
事
を
賜
り
︑
お
こ
と
ば
を
賜
っ
た
︒
翰
林
院
に
配
さ
れ
た
︒
同
僚
の
讒
言
に
よ
っ
て
宮
廷
を
逐
わ
れ

た
︑
等
々
︒
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比
較

︵
一
︶

魏
序
﹁
白
本
隴
西
︑
乃
放
形
︑
因
家
於
綿
﹂

李
序
﹁
李
白
︑
字
太
白
︑
隴
西
成
紀
人
︑
涼
武
昭
王
暠
九
世
孫
︒
蟬
聯
珪
組
︑
世
為
顕
著
︒
中
葉
非
罪
︑
謫
居
条
支
︑
易
姓
為
名
︒
然
自

窮
蟬
至
舜
︑
七
世
為
庶
︑
累
世
不
大
曜
︑
亦
可
歎
焉
﹂

魏
序
﹁
身
既
生
蜀
︑
則
江
山
英
秀
﹂

李
序
﹁
神
龍
之
始
︑
逃
帰
于
蜀
︒
復
指
李
樹
而
生
伯
陽
︒
驚
姜
之
夕
︑
長
庚
入
夢
︑
故
生
而
名
白
︑
以
太
白
字
之
︒
世
称
太
白
之
精
︑
得

之
矣
﹂

︵
三
︶

魏
序
﹁
白
久
居
峨
眉
︑
与
丹
丘
因
持
盈
法
師
達
︑
白
亦
因
之
入
翰
林
︑
名
動
京
師
﹂

李
序
﹁
天
宝
中
︑
皇
祖
下
詔
︑
徴
就
金
馬
︒
降
輦
歩
迎
︑
如
見
綺
皓
︒
以
七
宝
牀
賜
食
︑
御
手
調
羮
以
飯
之
︒
謂
曰
︑﹃
卿
是
布
衣
︑
名

為
朕
知
︒
非
素
畜
道
義
︑
何
以
及
此
﹄︒
置
于
金
鑾
殿
︑
出
入
翰
林
中
﹂

魏
序
﹁
許
中
書
舎
人
︑
以
張
垍
讒
逐
︑
游
海
岱
間
﹂

李
序
﹁
問
以
国
政
︑
潜
草
詔
誥
︑
人
無
知
者
︒
醜
正
同
列
︑
害
能
成
謗
︒
格
言
不
入
︑
帝
用
疎
之
︒
⁝
⁝
天
子
知
其
不
可
留
︑
乃
賜
金
帰
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之
﹂

つ
ま
り
︑
魏
顥
序
で
本
貫
と
出
生
地
の
み
記
し
て
い
た
の
が
︑
李
陽
冰
序
で
は
家
勢
浮
沈
と
流
離
の
状
況
を
補
足
︑
ま
た
出
生
と
復

姓
を
老
子
出
生
譚
や
金
星
入
夢
の
話
な
ど
︑
神
秘
の
ベ
ー
ル
に
包
む
︒
入
宮
の
経
緯
に
つ
き
︑
魏
顥
序
で
推
薦
者
玉
真
公
主
と
友
人

元
丹
丘
の
名
を
挙
げ
て
い
た
の
が
︑
李
陽
冰
序
で
は
玄
宗
の
下
詔
と
謁
見
︑
賜
食
と
御
詞
と
︑
主
上
と
の
親
し
い
関
係
を
言
う
︒
讒

言
に
つ
い
て
︑
魏
顥
序
が
張
垍
の
名
を
挙
げ
て
い
た
の
に
対
し
︑
李
陽
冰
序
で
は
正
し
く
才
能
あ
る
者
を
憎
む
同
僚
と
︑
婉
曲
な
表

現
に
な
っ
て
い
る
︒

そ
の
他
︑︵
二
︶
文
学
の
評
価
で
は
︑
魏
顥
序
は
︑
六
経
か
ら
離
騒
︑
建
安
七
子
を
経
て
李
白
に
伝
統
が
伝
わ
り
︑
や
わ
ら
か
で

約
や
か
な
情
理
と
麗
し
い
詩
句
を
備
え
る
と
︒
儒
家
経
典
を
則
と
す
る
文
学
観
︑
詞
藻
表
現
を
重
ん
ず
る
文
学
観
の
折
衷
に
よ
る
評

価
が
な
さ
れ
て
い
た
︒
こ
れ
に
対
し
李
陽
冰
序
は
︑
詩
経
離
騒
の
跡
を
承
け
︑
賦
の
作
家
を
鞭
撻
し
千
載
に
独
歩
す
る
と
︒
ま
た
盧

蔵
用
の
陳
子
昂
評
を
踏
ま
え
て
︑
近
古
の
浮
華
な
文
学
を
一
掃
し
た
と
︒
復
古
文
学
史
観
を
色
濃
く
反
映
し
た
評
価
と
な
っ
て
い
る
︒

聖
賢
の
書
で
な
け
れ
ば
読
ま
ず
︑
鄭
衛
ス
タ
イ
ル
の
作
詩
を
恥
と
し
た
︑
聖
人
の
ご
と
き
詩
人
像
︒﹁
天
仙
の
辞
﹂﹁
諷
興
﹂
に
特
徴

づ
け
ら
れ
た
文
学
︒
こ
れ
ら
が
盛
唐
期
復
古
主
義
の
主
張
に
支
え
ら
れ
て
い
る
︒
と
い
う
こ
と
に
も
併
せ
て
気
づ
か
れ
る
︒

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
書
き
方
が
な
さ
れ
る
か
︒
理
由
は
︵
四
︶
の
内
容
に
か
か
わ
る
︒
編
纂
の
経
緯
は
︑
李
陽
冰
が
当
塗
県
令
の
と

き
李
白
が
身
を
寄
せ
た
︒
そ
こ
で
危
篤
に
陥
り
草
稿
を
託
し
て
序
を
請
う
た
︒
李
白
が
持
っ
て
い
た
原
稿
は
安
史
の
乱
後
に
他
者
か

ら
集
め
た
も
の
と
い
う
︒
魏
顥
序
が
元
気
で
あ
っ
た
五
十
四
歳
の
李
白
を
写
し
て
い
る
の
に
対
し
︑
李
陽
冰
序
は
当
時
六
十
二
歳
︑

い
ま
臨
終
の
床
に
あ
る
李
白
の
模
様
を
写
し
て
い
る
︒
前
者
が
生
き
生
き
と
し
た
活
力
あ
る
姿
で
あ
る
の
に
対
し
て
︑
後
者
は
人
生

李
白
文
集
序
の
詩
人
像
︵
乾
︶

一
二
九



の
終
焉
に
あ
た
り
︑
経
歴
を
ふ
り
返
る
口
調
が
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
︑
と
い
う
よ
り
︑
こ
う
あ
り
た

か
っ
た
人
生
の
記
︑
と
い
う
印
象
で
あ
る
︒
前
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
り
人
物
の
多
様
な
面
を
映
す
︑
い
わ
ば
生
の
豊

饒
さ
を
言
う
の
に
対
し
︑
後
者
は
本
人
に
よ
っ
て
か
く
あ
り
た
い
と
願
わ
れ
た
自
己
像
を
反
映
す
る
︑
と
も
言
え
よ
う
か
︒
よ
り
単

純
に
は
︑
他
者
が
見
た
像
と
自
己
像
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
あ
る
︑
と
も
︒

李
陽
冰
序
の
記
述
で
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
情
報
は
︑﹁
宝
応
元
年
十
一
月
乙
酉
﹂
と
い
う
期
日
の
表
記
で
あ
る
︒
同
年
四
月
に
上

皇
玄
宗
が
薨
じ
て
い
る
︒
月
内
に
粛
宗
も
崩
御
︒
さ
ら
に
玉
真
公
主
も
宝
応
時
に
死
去
し
た
︵﹃
新
唐
書
﹄
巻
83
玉
真
公
主
伝
︶
︒
こ
の

自
身
に
よ
る
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
人
生
の
最
も
光
輝
あ
る
場
面
と
し
て
玄
宗
と
の
親
し
い
や
り
と
り
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
︒

自
身
を
引
き
立
て
て
く
れ
た
そ
の
恩
人
が
み
ま
か
っ
た
︒
自
身
も
い
ま
篤
き
病
の
床
に
あ
る
︒
あ
た
か
も
主
に
殉
ず
る
よ
う
に
︒
李

白
は
万
感
の
思
い
を
こ
め
て
こ
の
人
生
の
記
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
︒
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
は
玄
宗
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
︒
そ
の
事
実
が
あ
り
︑
い
ま
目
前
の
死
と
い
う
現
実
が
あ
っ
て
︑
主
上
に
親
し
く
接
し
た
場
面
を
思
い
起
こ
す
と
き
︑
こ
と

は
理
想
化
さ
れ
︑
甘
美
な
記
憶
と
し
て
甦
っ
て
く
る
︒
こ
れ
に
輪
を
か
け
る
よ
う
に
︑
家
系
と
出
生
を
め
ぐ
る
物
語
が
付
け
加
え
ら

れ
る
︒
こ
の
よ
う
に
自
伝
的
記
述
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
と
よ
い
︒

二

李
白
の
自
己
像

ふ
た
つ
の
序
は
い
ず
れ
も
他
者
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
詩
人
像
を
伝
え
る
が
︑
と
く
に
李
陽
冰
序
の
方
は
李
白
本
人
の
語
る
自
己
像

が
李
陽
冰
の
筆
を
と
お
し
て
書
か
れ
て
い
る
︑
と
い
う
趣
が
濃
い
︒﹁
語
る
﹂
と
い
う
こ
と
は
︑﹁
偽
﹂
を
含
む
と
い
う
こ
と
で
も
あ
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る
︒
従
来
の
研
究
史
に
お
い
て
︑
本
人
の
語
る
出
自
の
﹁
偽
﹂
が
暴
か
れ
て
き
た
︒
先
鞭
を
付
け
た
の
は
陳
寅
恪
で
あ
る
︒
彼
は
李

陽
冰
序
と
范
伝
正
新
墓
碑
序
そ
の
他
を
材
料
に
︑
李
白
は
西
域
生
ま
れ
の
胡
人
の
出
で
あ
る
と
し
た
︒
一
方
︑
Ａ
．
ウ
ェ
イ
リ
ー
は

李
白
の
先
祖
が
流
刑
者
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
︑﹁
砕
葉
﹂
か
蜀
へ
の
帰
路
で
生
ま
れ
た
と
し
た
︒
こ
れ
が
小
川
環
樹
に
よ

っ
て
引
用
さ
れ
て
︑
現
在
に
至
る
ま
で
有
力
な
仮
説
と
な
っ
て
い
る
︒

研
究
史
①

︵
一
︶
出
自
・
出
生

李
陽
冰
序
の
ほ
か
︑
范
伝
正
﹁
唐
左
拾
遺
翰
林
学
士
李
公
新
墓
碑
序
﹂
が
主
要
な
資
料
で
あ
る
︒
こ
れ
は
元
和
年
間
に
范
伝
正
が

李
白
孫
女
か
ら
得
た
︑
長
子
伯
禽
の
手
疏
に
基
づ
く
︒

公
名
白
︑
字
太
白
︑
其
先
隴
西
成
紀
人
︒
絶
嗣
之
家
︑
難
求
譜
諜
︒
公
之
孫
女
搜
於
箱
篋
中
︑
得
公
之
亡
子
伯
禽
手
疏
十
数
行
︑
紙
壊

字
缺
︑
不
能
詳
備
︒
約
而
計
之
︑
涼
武
昭
王
九
代
孫
也
︒
隋
末
多
難
︑
一
房
被
竄
於
砕
葉
︑
流
離
散
落
︑
隠
易
姓
名
︒
故
自
国
朝
已
来
︑

漏
︵
底
本
作
﹁
編
﹂︑
今
拠
﹃
文
苑
英
華
﹄
巻
945
﹃
全
唐
文
﹄
巻
614
改
︶
於
属
籍
︒
神
龍
初
︑
潜
還
広
漢
︒
因
僑
為
郡
人
︒
父
客
︑
以
逋
其
邑
︑

遂
以
客
為
名
︒
高
臥
雲
林
︑
不
求
禄
仕
︒
公
之
生
也
︑
先
府
君
指
天
枝
以
復
姓
︑
先
夫
人
夢
長
庚
而
告
祥
︑
名
之
与
字
︑
咸
所
取
象
︒

⁝
⁝

︵
巻
�
︶

陳
寅
恪
は
李
白
の
出
自
に
疑
義
を
提
出
す
る
︒
至
徳
二
載
︵
757
︶
に
書
か
れ
た
李
白
﹁
為
宋
中
丞
自
薦
表
﹂
に
﹁
前
翰
林
供
奉
李
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白
年
五
十
七
﹂
と
あ
り
︑
生
年
は
武
后
の
大
足
元
年
︵
701
︶︑
一
家
が
西
域
か
ら
蜀
に
帰
還
し
た
神
龍
元
年
︵
705
︶
に
は
五
歳
︑
し

た
が
っ
て
西
域
生
ま
れ
で
あ
ろ
う
︒
父
の
名
﹁
客
﹂
か
ら
︑
も
と
も
と
漢
人
で
は
な
く
西
域
の
胡
人
で
あ
ろ
う
︑
隋
末
に
西
域
に
竄

謫
せ
ら
れ
た
と
い
う
の
も
事
実
で
は
な
く
︑
李
姓
に
復
し
た
こ
と
も
隴
西
李
氏
で
あ
る
と
す
る
の
も
偽
称
で
あ
ろ
う
と
︵﹁
李
太
白

氏
族
之
疑
問
﹂﹃
李
白
研
究
論
文
集
﹄︑
原
載
﹃
清
華
学
報
﹄
第
10
巻
�
期
︶
︒

詹
鍈
は
こ
れ
に
論
証
を
加
え
る
︒
李
白
が
同
姓
の
ひ
と
に
会
う
た
び
に
兄
弟
叔
姪
と
呼
ぶ
の
は
︑
同
姓
を
理
由
に
親
族
関
係
を
連

ね
て
ゆ
く
﹁
聯
宗
﹂
の
習
慣
に
よ
る
︒
そ
の
家
系
が
確
か
で
あ
れ
ば
天
宝
元
年
︵
742
︶
七
月
二
十
二
日
の
詔
﹁
自
今
已
後
︑
涼
武
昭

王
孫
室
已
下
︑
絳
郡
・
姑
臧
・
敦
煌
・
武
陽
等
四
公
子
孫
︑
並
宜
隷
入
宗
正
寺
編
入
属
籍
﹂︵﹃
唐
会
要
﹄
巻
�
︶
に
よ
り
属
籍
に
編

入
さ
れ
て
い
て
も
よ
い
が
︑
范
伝
正
序
に
は
﹁
漏
於
属
籍
﹂
と
言
う
︒
隴
西
李
氏
は
﹁
高
自
標
榜
﹂
自
身
を
高
く
見
せ
る
た
め
︑
年

齢
を
重
ね
て
か
ら
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
︒
隴
西
成
紀
は
唐
代
に
お
い
て
は
郡
望
の
通
称
で
あ
り
︑
必
ず
し
も
宗
室
に
繫
が
る

と
意
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
︑
等
々
︵﹁
李
白
家
世
考
異
﹂﹃
李
白
詩
論
叢
﹄︶
︒

ウ
ェ
イ
リ
ー
は
︑
李
白
の
先
祖
が
隋
末
に
西
域
に
竄
謫
さ
れ
た
と
い
う
伯
禽
手
疏
に
出
る
話
が
事
実
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
る
︒

曾
祖
父
は
隋
の
大
業
五
年
︵
609
︶
ロ
プ
ノ
ル
湖
と
コ
コ
ノ
ル
湖
の
間
の
土
地
へ
送
ら
れ
た
流
刑
者
で
あ
り
︑
唐
の
咸
亨
元
年
︵
670
︶

に
吐
蕃
の
侵
攻
に
遭
い
﹁
砕
葉
﹂
ス
イ
ヤ
ブ
へ
と
到
っ
た
︒
そ
こ
に
は
王
方
翼
が
調
露
元
年
︵
679
︶
に
城
塞
を
築
い
て
い
た
が
︑
永

淳
元
年
︵
682
︶
突
厥
の
族
長
が
独
立
を
宣
言
︑
祖
父
と
父
は
捕
虜
の
身
分
で
生
活
し
た
︒
神
龍
初
年
父
が
密
か
に
蜀
へ
と
帰
還
︒
李

白
の
出
生
は
ス
イ
ヤ
ブ
か
帰
路
の
な
か
で
あ
ろ
う
と
︵﹃
李
白
﹄
177

179
頁
︶
︒

小
川
環
樹
は
ウ
ェ
イ
リ
ー
説
を
﹃
唐
代
の
詩
人
﹄
序
説
の
注
︵
22
頁
︶
に
採
用
︑
爾
来
有
力
な
仮
説
と
な
っ
て
い
る
︒

李
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考
察

隴
西
李
氏
を
額
面
ど
お
り
受
け
と
る
必
要
が
な
い
と
し
て
も
︑
李
白
の
側
に
は
そ
う
称
す
る
だ
け
の
理
由
が
あ
る
︒
そ
れ
は
何
か
︒

李
陽
冰
序
﹁
隴
西
成
紀
人
︑
涼
武
昭
王
暠
九
世
孫
︒
蟬
聯
珪
組
︑
世
為
顕
著
︒
中
葉
非
罪
︑
謫
居
条
支
︑
易
姓
為
名
﹂
と
は
︑
も
と

貴
顕
の
系
統
で
あ
っ
た
も
の
が
︑
中
途
で
庶
人
に
落
ち
た
︑
姓
も
変
え
た
と
︒
栄
光
か
ら
一
転
︑
苦
難
の
時
代
を
過
ご
し
た
こ
と
を

言
う
︒
こ
の
書
き
方
自
体
が
唐
室
の
も
の
と
極
め
て
似
る
︒
唐
室
は
涼
武
昭
王
暠
の
子
・
歆
が
沮
渠
蒙
遜
に
滅
ぼ
さ
れ
苦
難
の
時
代

を
過
ご
す
︒
一
方
で
歆
の
弟
・
翻
の
家
系
が
北
魏
で
栄
華
を
極
め
る
︒
ま
た
西
魏
の
と
き
︑
姓
を
大
野
氏
に
代
え
︑
北
周
の
と
き
に

李
姓
に
復
し
た
︒

高
祖
神
堯
大
聖
大
光
孝
皇
帝
諱
淵
︑
字
叔
徳
︑
姓
李
氏
︑
隴
西
成
紀
人
也
︒
其
七
世
祖
暠
︑
当
晋
末
︑
拠
秦
︑
涼
以
自
王
︑
是
為
涼
武

昭
王
︒
⁝
⁝
暠
生
歆
︑
歆
為
沮
渠
蒙
遜
所
滅
︒
歆
生
重
耳
︑
魏
弘
農
太
守
︒
重
耳
生
熙
︑
金
門
鎮
将
︑
戍
于
武
川
︑
因
留
家
焉
︒
熙
生
天

賜
︑
為
幢
主
︒
天
賜
生
虎
︑
西
魏
時
︑
賜
姓
大
野
氏
⁝
⁝
︒
周
閔
帝
受
魏
禅
︑
虎
已
卒
︑
⁝
⁝
謚
曰
襄
︒
襄
公
生
昞
︑
⁝
⁝
謚
曰
仁
︒
仁

公
生
高
祖
於
長
安
︒
⁝
⁝
︵
隋
︶
文
帝
相
周
︑
復
高
祖
姓
李
氏
︒
⁝
⁝

︵﹃
新
唐
書
﹄
巻
�
高
祖
本
紀
︶

李
陽
冰
序
が
続
け
て
﹁
然
自
窮
蟬
至
舜
︑
七
世
為
庶
︑
累
世
不
大
曜
︑
亦
可
歎
焉
﹂
と
は
︑
舜
の
家
系
が
先
祖
窮
蟬
か
ら
舜
ま
で
庶

人
で
あ
っ
た
︑
と
い
う
典
故
を
用
い
た
も
の
︒
李
白
の
家
系
が
︑
も
と
は
名
家
に
連
な
る
貴
顕
の
系
統
な
が
ら
︑
庶
人
に
落
ち
姓
も

変
え
た
︒
と
い
う
こ
と
は
︑
家
柄
と
し
て
は
烏
有
に
帰
し
た
も
同
然
で
あ
る
︒
そ
こ
を
︑
舜
に
な
ぞ
ら
え
荘
重
さ
を
醸
し
︑
レ
ト
リ

ッ
ク
に
よ
っ
て
救
っ
た
か
っ
こ
う
で
あ
る
︒

李
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虞
舜
者
︑
名
曰
重
華
︒
重
華
父
曰
瞽
叟
︑
⁝
⁝
橋
牛
︑
⁝
⁝
句
望
︑
⁝
⁝
敬
康
︑
⁝
⁝
窮
蟬
︑
⁝
⁝
帝
顓
頊
︑
⁝
⁝
昌
意
︑
以
至
舜
七

世
矣
︒
自
従
窮
蟬
以
至
帝
舜
︑
皆
微
為
庶
人
︒

︵﹃
史
記
﹄
巻
�
五
帝
本
紀
︶

し
か
し
そ
も
そ
も
隴
西
李
氏
と
称
す
る
唐
室
自
体
︑
家
系
が
偽
託
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
る
︒
沮
渠
蒙
遜
に
滅
ぼ
さ
れ
た
李
歆
の

子
は
重
耳
︒
そ
の
子
に
熙
を
掛
け
る
の
は
付
会
で
あ
る
と
︵
陳
寅
恪
﹁
李
唐
氏
族
之
推
測
﹂﹃
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
﹄

三
本
一
分
︑﹁
李
唐
氏
族
之
推
測
後
記
﹂
同
三
本
四
分
︑﹁
三
論
李
唐
氏
族
問
題
﹂
同
五
本
二
分
︑﹁
李
唐
武
周
先
世
事
蹟
雑
考
﹂
同
六
本
二
分
︶
︒

李
陽
冰
序
は
︑
家
系
付
会
の
用
意
周
到
さ
に
お
い
て
唐
室
に
比
ぶ
べ
く
も
な
い
が
︑
先
祖
が
中
途
で
苦
難
の
時
代
を
経
た
こ
と
を
含

め
︑
そ
の
仕
方
を
小
規
模
に
再
現
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
︒

こ
の
後
︑
李
陽
冰
序
﹁
逃
帰
于
蜀
︒
復
指
李
樹
而
生
伯
陽
﹂
と
は
︑
蜀
に
逃
げ
帰
っ
た
後
︑
再
び
李
の
樹
を
指
し
て
姓
と
し
李
伯

陽
が
生
ま
れ
た
と
︑
出
生
と
復
姓
を
老
子
出
生
譚
に
な
ぞ
ら
え
る
︒﹃
芸
文
類
聚
﹄
引
く
﹁
仙
経
﹂
と
い
う
書
に
は
︑
母
が
金
星
に

感
じ
妊
娠
し
た
︑
李
樹
の
も
と
で
老
子
を
生
ん
だ
︑
生
ま
れ
る
と
李
樹
を
指
し
て
わ
が
姓
と
し
よ
う
と
言
っ
た
︑
な
ど
と
い
う
話
が

伝
わ
る
︒老

子
︑
姓
李
︑
名
耳
︑
字
伯
陽
︑
楚
国
苦
県
頼
郷
人
也
︒
其
母
感
大
星
而
有
娠
︒
雖
受
気
於
天
︑
然
生
於
李
家
︑
猶
以
李
為
姓
︒
⁝
⁝

母
到
李
樹
下
生
老
子
︒
生
而
能
言
︒
指
李
樹
曰
︑
以
此
為
我
姓
︒

︵﹃
芸
文
類
聚
﹄
巻
78
霊
異
部
上
仙
道
引
﹁
仙
経
﹂︶

出
生
と
復
姓
の
関
係
に
つ
い
て
︑
范
伝
正
序
で
は
﹁
公
之
生
也
︑
先
府
君
指
天
枝
以
復
姓
﹂︑
李
白
が
生
ま
れ
る
に
際
し
︑
父
が
唐
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朝
の
姓
を
指
し
て
復
姓
し
た
︑
と
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
︒
正
し
く
は
そ
の
よ
う
に
言
う
べ
き
と
こ
ろ
︑
李
陽
冰
序
は
民
間
に

流
布
し
て
い
た
原
話
の
神
秘
性
を
保
っ
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
︒
復
姓
に
つ
い
て
言
う
と
︑
唐
室
は
李
熙
の
後
︑
天
賜
︑
虎
︑
昞
︑

高
祖
淵
へ
と
繫
が
る
の
だ
が
︑
李
虎
が
西
魏
時
に
大
野
氏
の
姓
を
賜
り
︑
淵
が
北
周
時
に
旧
姓
に
復
し
た
︒
こ
れ
を
も
模
し
て
い
る

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒

白
の
先
祖
が
も
と
も
と
李
姓
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
︑
本
人
が
言
う
以
上
の
確
か
さ
は
な
い
︒
い
ず
れ
に
し
て
も
︑
こ
こ
で
李
白
の

出
生
を
老
聃
に
な
ぞ
ら
え
る
の
は
︑
唐
朝
が
李
姓
の
故
を
も
っ
て
家
系
を
老
子
の
後
に
掛
け
る
︑
そ
の
仕
方
に
乗
じ
て
本
源
へ
と
直

接
的
に
自
身
を
繫
い
で
い
こ
う
と
の
意
図
に
出
た
も
の
で
あ
る
︒
唐
室
の
老
子
崇
拝
は
玄
宗
皇
帝
の
と
き
極
点
に
達
す
る
︒
帝
み
ず

か
ら
﹃
道
徳
経
﹄
の
注
と
疏
を
書
き
子
庶
に
頒
布
︑
玄
元
皇
帝
廟
と
崇
玄
学
が
設
置
さ
れ
︑
老
子
玉
像
が
建
立
︑
道
挙
が
施
行
さ
れ

る
︒
そ
の
間
︑
帝
の
老
子
夢
見
︑
臣
下
に
よ
る
玄
元
皇
帝
降
現
の
報
告
と
繫
が
っ
て
い
く
︒
老
子
に
度
重
な
る
尊
号
が
贈
ら
れ
︑
皇

帝
自
身
が
神
の
列
位
の
末
に
連
な
る
準
備
が
な
さ
れ
る
︒
こ
れ
ら
の
こ
と
が
︑
開
元
末
か
ら
天
宝
初
に
か
け
て
起
こ
る
︒
李
白
は
長

安
に
召
さ
れ
て
そ
の
様
子
を
ま
の
あ
た
り
に
し
た
︒
離
京
後
に
は
授
籙
を
も
果
た
し
た
︒
こ
う
し
た
王
朝
と
の
宗
教
的
紐
帯
に
基
づ

い
て
︑
家
系
と
出
生
の
条
項
が
書
か
れ
て
い
る
︒

研
究
史
②

︵
三
︶
入
宮

李
陽
冰
序
﹁
天
宝
中
︑
皇
祖
下
詔
︑
徴
就
金
馬
︒
降
輦
歩
迎
︑
如
見
綺
皓
︒
以
七
宝
牀
賜
食
︑
御
手
調
羮
以
飯
之
︒
謂
曰
︑﹃
卿

是
布
衣
︑
名
為
朕
知
︒
非
素
畜
道
義
︑
何
以
及
此
﹄︒
置
于
金
鑾
殿
︑
出
入
翰
林
中
﹂
は
︑
玄
宗
の
下
詔
と
関
係
部
署
の
詮
議
︑
皇
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帝
拝
謁
と
賜
食
を
経
て
︑
翰
林
供
奉
と
な
っ
た
経
緯
を
述
べ
る
︒
玄
宗
と
の
親
密
な
関
係
を
言
う
場
面
は
こ
の
序
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で

あ
る
︒
彼
ひ
と
り
主
上
か
ら
礼
遇
を
受
け
た
の
か
︒
李
白
の
な
か
で
こ
う
映
っ
て
い
る
だ
け
で
︑
実
際
は
違
っ
た
の
か
︒
一
連
の
事

柄
は
ど
の
よ
う
な
制
度
に
よ
る
も
の
か
︒
解
き
明
か
し
た
も
の
が
な
い
︒

こ
の
こ
と
を
め
ぐ
る
議
論
は
特
異
な
経
緯
を
た
ど
っ
た
︒
李
白
は
進
士
科
に
応
じ
て
い
な
い
︑
そ
の
理
由
は
罪
人
の
子
孫
で
あ
る

か
ら
︑
あ
る
い
は
異
民
族
で
あ
り
商
人
で
あ
る
か
ら
︑
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒

ウ
ェ
イ
リ
ー
は
︑
同
時
代
の
詩
人
十
二
人
を
含
め
︑
李
白
の
み
進
士
科
に
応
じ
な
か
っ
た
︑
主
な
理
由
は
登
第
の
見
こ
み
が
な
く

推
薦
人
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
と
し
た
︒

小
川
環
樹
は
こ
れ
を
承
け
て
︑
科
挙
に
は
進
士
と
明
経
が
あ
る
が
︑
得
意
分
野
で
あ
る
は
ず
の
文
学
の
才
を
問
う
進
士
挙
に
臨
ま

な
か
っ
た
の
は
︑
出
自
の
問
題
が
絡
ん
で
い
る
と
し
た
︒
異
民
族
で
あ
る
か
漢
族
で
あ
る
か
に
つ
い
て
︑
小
川
氏
は
漢
族
で
あ
る
と

の
立
場
を
と
る
が
︑
そ
の
こ
と
は
お
お
き
な
問
題
で
は
な
く
︑
罪
人
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
た
と
︒
ま
た
彼
の
父
は
商
人
で

あ
り
︑
彼
自
身
も
そ
う
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
︵﹃
唐
代
の
詩
人
﹄
序
説
10
頁
︶
︒
李
白
商
人
説
は
︑
つ
と
に
詹
鍈
が

触
れ
︵﹃
李
白
詩
論
叢
﹄
24
頁
︶
︑
や
や
早
く
郭
沫
若
も
論
じ
て
い
る
︵﹃
李
白
与
杜
甫
﹄
13
頁
︶
︒
科
挙
に
応
じ
な
い
理
由
を
︑
罪
人
の

子
孫
で
あ
る
こ
と
︑
商
人
で
あ
る
こ
と
に
求
め
る
説
は
︑
そ
の
後
ひ
ろ
く
定
着
す
る
か
に
見
え
る
︵
筧
文
夫
﹃
唐
宋
文
学
論
考
﹄
299

300
頁
︶
︒

松
浦
友
久
は
︑
理
由
を
罪
人
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
に
求
め
る
の
は
当
時
の
実
態
に
あ
わ
ず
︑
異
民
族
出
身
で
あ
り
商
人
で
あ
る
こ

と
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
︵﹃
李
白
伝
記
論
﹄
17
頁
︶
︒
力
点
の
置
き
所
に
違
い
は
あ
る
が
︑
問
題
把
握
の
枠
組
と
し
て
は
踏

襲
さ
れ
て
い
る
︒
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考
察

論
説
の
発
端
を
な
す
ウ
ェ
イ
リ
ー
の
説
に
お
い
て
事
実
の
誤
認
が
あ
る
︒
十
二
人
︵
孟
浩
然
・
杜
甫
・
王
維
・
崔
顥
・
王
昌
齢
・

李
頎
・
儲
光
羲
・
常
建
・
高
適
・
岑
参
・
張
九
齢
・
崔
曙
︶
の
う
ち
︑
高
適
は
進
士
科
に
応
じ
た
形
跡
が
な
い
︒
天
宝
八
載
︵
749
︶

の
制
科
﹁
有
道
﹂
挙
に
登
第
︒
こ
れ
以
前
に
も
︑
開
元
二
十
三
年
︵
735
︶
の
制
科
に
応
じ
落
第
し
た
と
見
ら
れ
る
︵
孫
欽
善
﹃
高
適

集
校
注
﹄
高
適
年
譜
366
頁
参
照
︶
︒

科
挙
に
は
﹁
進
士
・
明
経
﹂
の
常
科
の
ほ
か
に
︑
天
子
自
詔
の
制
科
が
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
別
と
実
施
の
詳
細
に
つ
い
て
︑
理
解
の

不
足
が
原
因
だ
ろ
う
︒
当
時
は
科
挙
の
研
究
が
充
分
に
進
ん
で
い
な
か
っ
た
︒
そ
の
他
︑
孟
浩
然
は
開
元
十
六
年
︵
728
︶
か
ら
翌
年

に
か
け
て
上
京
︑
挙
に
応
じ
た
と
見
ら
れ
る
が
︑
詳
細
は
不
明
︒
後
に
韓
朝
宗
に
よ
っ
て
推
薦
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
も
常
科
で
は
な

く
制
科
か
︒
そ
も
そ
も
挙
に
応
じ
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
︒
こ
れ
ら
諸
点
に
つ
い
て
は
︑
小
川
氏
の
論
説
に
お

い
て
も
充
分
に
修
正
さ
れ
て
い
な
い
︒
結
果
︑
制
科
の
実
際
を
踏
ま
え
な
い
立
論
と
な
っ
て
い
る
︒

進
士
科
に
よ
ら
ず
︑
天
子
自
詔
の
制
科
に
応
ず
る
風
が
当
時
あ
っ
た
︒
こ
ち
ら
を
め
ざ
す
人
士
の
裾
野
は
︑
十
二
人
の
サ
ン
プ
ル

に
よ
っ
て
拾
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
よ
り
︑
は
る
か
に
お
お
き
な
ひ
ろ
が
り
を
も
つ
で
あ
ろ
う
︒
李
白
は
こ
の
制
科
の
ひ
と
つ
︑
隠

逸
を
対
象
と
し
た
挙
に
応
じ
た
の
で
は
な
い
か
︒
玄
宗
は
商
山
四
皓
の
綺
里
季
を
見
る
如
き
で
あ
っ
た
と
い
う
︒
ま
た
﹁
道
﹂
の
義

に
言
い
及
ん
で
い
る
︒

李
白
異
民
族
説
に
よ
っ
て
端
緒
が
開
か
れ
た
詩
人
像
の
問
題
は
︑
罪
人
の
子
孫
説
︑
商
人
説
へ
と
変
遷
︒
科
挙
制
度
か
ら
閉
め
出

さ
れ
た
不
遇
の
詩
人
と
い
う
像
を
導
き
出
し
た
︒
研
究
の
な
か
で
生
じ
た
こ
れ
ら
も
︑
ひ
と
つ
の
李
白
像
で
あ
る
と
見
な
し
う
る
︒

し
か
し
一
部
の
特
徴
の
み
を
拡
大
し
て
本
質
で
あ
る
か
の
よ
う
に
喧
伝
す
る
仕
方
︑
読
み
手
の
印
象
を
た
よ
り
と
し
て
犯
人
探
し
を
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す
る
よ
う
な
仕
方
が
︑
詩
人
に
と
っ
て
正
当
な
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
︒
今
日
の
観
点
か
ら
見
て
︑
作
家
の
過
去
や
心
の
深
層
に

創
作
の
秘
密
を
求
め
る
探
求
の
あ
り
方
は
魅
力
的
で
な
い
︒
詩
の
魅
力
は
︑
初
め
て
生
ま
れ
て
き
た
か
の
よ
う
に
し
て
︑
そ
こ
に
詩

句
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
か
︒

以
上
︑
詩
人
像
の
問
題
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
︑
李
白
自
身
の
思
い
描
い
た
自
己
像
は
︑
他
者
に
よ
っ
て
﹁
偽
﹂
が
暴
か
れ
る
︒

そ
の
際
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
か
︒
偽
の
部
分
を
剥
が
し
︑
近
似
値
を
求
め
る
よ
う
に
接
近
を
試
み
る
︒
全
体
的
に

は
実
像
に
近
づ
い
て
い
る
︑
と
評
価
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
そ
の
際
︑
詩
作
品
か
ら
得
た
印
象
が
参
照
さ
れ
る
︑
も
し
く
は

そ
ち
ら
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
︑
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
︒
と
す
る
と
序
の
詩
人
像
に
導
か
れ
て
詩
集
を
読
む
こ
と
の
妥
当
性
に

疑
念
が
生
じ
る
こ
と
に
も
な
る
︒

と
も
あ
れ
こ
の
序
の
記
述
が
神
々
し
さ
を
纏
う
の
は
︑
い
ま
踏
み
こ
み
つ
つ
あ
る
聖
の
領
域
へ
の
展
望
が
反
映
す
る
か
ら
で
あ
ろ

う
︒
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
光
景
で
あ
ろ
う
か
︒
た
と
え
ば
神
で
あ
り
先
祖
で
も
あ
る
老
子
の
加
護
に
よ
り
︑
王
朝
が
自
今
以
後
︑
未

来
永
劫
に
わ
た
っ
て
保
た
れ
る
と
い
う
︑
唐
朝
の
構
築
す
る
世
界
観
に
み
ず
か
ら
を
委
ね
て
得
ら
れ
た
も
の
︑
と
理
解
し
て
よ
い
の

だ
ろ
う
か
︒
あ
る
い
は
﹃
老
子
道
徳
経
﹄
に
﹁
死
し
て
亡
び
ざ
る
者
は

寿
い
の
ち
な
が

し
﹂︵﹃
唐
玄
宗
御
ü
道
徳
真
経
﹄
第
三
十
三
章
﹃
道
蔵
﹄

道
神
部
玉
訣
類
男
︶
︑﹁
た
と
え
人
と
し
て
の
生
を
終
わ
っ
て
死
に
入
っ
て
も
︑
滅
び
る
こ
と
の
な
い
永
遠
の
道
と
一
体
に
な
っ
て
い

る
人
こ
そ
は
︑
ま
こ
と
の
長
寿
者
で
あ
る
﹂︵
金
谷
治
﹁
死
し
て
亡
び
ざ
る
者
は
寿

﹃
老
子
﹄
の
死
生
観

﹂﹃
死
と
運
命
﹄
22
頁
︶
と

い
う
思
想
を
体
得
し
た
結
果
︑
得
ら
れ
た
境
地
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
︒
天
宝
元
年
隠
逸
挙
人
﹁
高
道
﹂
科
は
﹁
道
﹂

の
体
現
者
を
選
ん
だ
も
の
か
と
思
わ
れ
る
︒
な
ど
と
い
う
方
向
に
考
察
し
て
ゆ
く
余
地
が
あ
る
︒
い
ず
れ
に
し
て
も
︑
死
を
目
前
に
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立
ち
上
が
っ
た
こ
の
自
己
像
は
︑
文
集
の
序
に
出
現
す
る
と
き
︑
聖
性
を
纏
い
つ
つ
︑
集
め
ら
れ
た
作
品
を
一
定
の
方
向
に
読
む
よ

う
に
誘
う
︒

三

序
の
詩
人
像
と
詩
作
品

李
陽
冰
﹃
草
堂
集
﹄
十
巻
は
拡
張
を
重
ね
て
現
行
の
﹃
李
太
白
文
集
﹄
三
十
巻
に
至
っ
て
い
る
︒
①
﹃
草
堂
集
﹄
十
巻
が
も
と
に

な
っ
て
②
楽
史
﹃
李
翰
林
集
﹄
二
十
巻
・
別
集
十
巻
が
編
ま
れ
︑
③
宋
敏
求
が
魏
顥
所
簒翁﹃
白
詩
集
﹄
二
巻
・
王
傅
家
蔵
﹃
白
詩

集
﹄
上
中
二
帙
そ
の
他
を
合
編
し
て
三
十
巻
と
し
た
︒
そ
れ
に
④
曾
鞏
の
編
年
の
成
果
を
と
り
こ
み
︑
⑤
晏
知
止
が
版
に
起
こ
し
た

本
が
︑
⑥
南
宋
初
に
蜀
で
重
刻
さ
れ
﹃
李
太
白
文
集
﹄
三
十
巻
と
し
て
い
ま
に
伝
わ
る
︒
岩
崎
静
嘉
堂
と
北
京
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
︒

﹃
草
堂
集
﹄
の
体
裁
が
ど
の
程
度
保
た
れ
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
︑
李
陽
冰
序
に
﹁
凡
そ
著
述
す
る
所
︑
言
に
諷
興
多
し
﹂

と
言
う
の
は
︑
現
行
詩
集
が
﹁
古
風
﹂
か
ら
始
ま
る
の
と
歩
調
を
一
に
す
る
︒﹁
古
風
﹂
其
一
に
︑﹁
⁝
⁝
聖
代
復
元
古
︑
垂
衣
貴
清

真
︒
群
才
属
休
明
︑
乗
運
共
躍
鱗
︒
文
質
相
炳
煥
︑
衆
星
羅
秋
旻
︒
⁝
⁝
﹂︵
巻
�
︶
︑
す
な
わ
ち
皇
帝
陛
下
は
無
為
の
旨
を
政
治
に

施
さ
れ
︑
い
ま
機
運
に
乗
じ
て
才
能
あ
る
士
が
朝
廷
に
居
並
ん
だ
と
は
︑
自
身
を
含
む
下
層
の
人
士
が
制
挙
に
よ
っ
て
登
用
さ
れ
た

こ
と
を
言
う
だ
ろ
う
︒
李
陽
冰
序
が
拠
る
復
古
文
学
史
観
は
彼
ら
の
理
論
的
裏
づ
け
を
な
し
て
い
る
︵
乾
﹁
初
盛
唐
期
に
お
け
る
復
古

文
学
史
観
の
形
成
過
程
﹂
川
合
康
三
編
﹃
中
国
の
文
学
史
観
﹄
42

45
頁
︶
︒
ま
た
魏
顥
序
に
は
李
白
魏
顥
応
酬
作
を
冒
頭
に
︑﹁
大
鵬

賦
・
古
楽
府
諸
篇
﹂
を
続
け
た
と
言
う
︒
確
実
な
こ
と
は
言
え
な
い
け
れ
ど
も
︑
現
行
﹃
李
太
白
文
集
﹄
に
﹁
古
風
・
楽
府
・
歌
吟
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⁝
⁝
﹂
と
続
く
分
類
の
︑﹁
古
風
﹂︑
及
び
﹁
楽
府
﹂
の
半
ば
ほ
ど
は
︑﹃
草
堂
集
﹄
の
旧
を
遺
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
︒
文
集
が
十
巻
か
ら
三
十
巻
に
拡
げ
ら
れ
る
過
程
で
構
成
が
変
わ
り
︑
全
体
に
醸
す
風
味
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
は

あ
ろ
う
︒
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
︑
魏
顥
序
の
李
白
像
が
よ
り
自
然
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
︑
李
陽
冰
序
の
方
は
違
和
感
が
お
お

き
い
で
あ
ろ
う
が
︑
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
前
者
と
お
な
じ
俗
の
側
に
立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︑
と
も
言
え
る
︒
こ
の
よ
う
に
考
慮

す
べ
き
要
素
は
多
々
あ
る
が
︑
ひ
と
ま
ず
李
白
自
身
が
示
し
た
詩
人
像
に
従
っ
て
作
品
を
読
み
進
め
て
み
て
は
ど
う
か
︒
そ
の
こ
と

に
一
定
の
意
義
は
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
︒

そ
の
よ
う
に
言
う
一
方
で
︑
次
の
よ
う
な
こ
と
も
思
わ
れ
る
︒
い
ま
見
て
き
た
李
白
像
は
︑
い
わ
ば
﹁
前
方
に
投
射
さ
れ
た
﹂
像

で
あ
る
こ
と
︒
あ
り
の
ま
ま
の
自
己
︑
と
い
う
よ
り
は
︑﹁
か
く
あ
り
た
い
と
願
わ
れ
た
﹂
自
己
像
で
あ
る
︒
李
白
像
生
成
の
秘
密

は
︑
ア
イ
デ
ィ
ア
ル
な
も
の
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
︒
序
と
詩
と
︑
こ
う
し
た
傾
き
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
発
現
し
て
い

る
の
か
︒
そ
の
仕
組
を
明
ら
か
に
す
る
︑
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
︒
実
体
か
ら
遊
離
し
た
部
分
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
実

像
﹂
と
の
ず
れ
に
秘
密
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
︒
李
白
像
が
あ
た
か
も
自
成
す
る
か
に
見
え
る
わ
け
は
︑
そ
の
﹁
ず
れ
﹂
を
司
っ
て

い
る
書
き
手
の
も
く
ろ
み
が
背
後
に
あ
る
︑
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
︒﹁
実
像
﹂
に
近
づ
け
る
の
が
﹁
研
究
﹂
の
目
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